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単一分子(C5O5H2)からなる水素結合型強誘電体クロコン酸結晶は、大きな

自発分極値や高い転移温度などから近年関心を集めている[1]。最近、実

験グループによって可視光励起が１光子あたり最大 15クロコン酸分子程

度という比較的高い効率でその強誘電分極を反転させる事が見出された

[2]。その際用いた可視光は、3 eV 程度であり、これは分子内のπ-π*

励起に対応している[3]。この電子励起は、それ自体分子内の電子分極を

反転させる効果があり、またさらにそれによって生じる分子内の電荷ア

ンバランスが周囲のプロトン移動や５員環骨格変形を促すというメカニ

ズムを提案し理論的に確かめた[2]。 

 

光誘起現象としては上記の可視光励起の他にテラヘルツ光励起も最近注

目されており、そのような研究の進展を睨んで、クロコン酸結晶の IRス

ペクトルの計算も行っている。測定結果と比較すると、ピーク位置はほ

ぼ一致するが、測定の方がピーク幅がはるかに大きい幾つかのピークが

存在する。本講演ではその考えられる原因についてもお話ししたい。 
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